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The study examined the effects of the terraced classroom thermal environment on students’ 
psychological condition. The thermal environment was continuously measured at several points during 
the 90-min lectures in May 2013. Students were asked to complete a questionnaire on their seat location 
and psychological condition every 15 min. Physical data and psychological data were analyzed 
spatiotemporally in detail. In this study, the problems of a spatiotemporally heterogeneous thermal 
environment in a large classroom and students’ psychological condition during a lecture were clarified. 
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調査の時刻の前 15 分間の平均値である。11:10 の平均温
度のみ、その時刻のデータを代用している。
3 箇所の室温は経時的に上昇しており、11:10 と 12:40
の室温差は約 4℃前後である。11:55 までの 3 箇所の室温
の高低順は不定だが、その後は後・中・前列の順に室温が
高く、12:25 から 12:40 にかけて学校衛生基準（30℃）に



















乱流モデル 標準 k-ε モデル 
メッシュ分割 約 1,700 万セル(構造格子), Δx=5.0~66.7[mm], y+<39 
差分スキーム QUICK 
浮力 Boussinesq 近似 
計算 SIMPLE 法 
流入流出境界 
･換気扇 7 台強運転 Q=500[m3/h/台], θ=27.6[℃] 
 吹出方向(角度): 教室前方(天井面から下方に 25 度) 
※教室中央の吸込口のみ表面相対圧力規定 0[Pa] 
















U: y 位置の流速[m/s], U*: 摩擦速度(=�τo/ρ)[m/s] 
τo: せん断力[kg/m/s2], ρ: 流体の密度[kg/m3] 
κ: カルマン定数(=0.4), y: 壁面からの距離[m] 
AKS: 壁面粗度長(=3.0×10-4)[m]
ν: 動粘性係数(=μ/ρ)[m2/s], SCAL,A: 定数(=8.5, 5.5) 
壁床天井面の温度: 熱電対による実測値 (固定温度) 
･外壁 (窓 1･2 側): 29.9[℃], (ドア 1･2 側): 29.4[℃] 
内壁: 30.1[℃] (教室前方･廊下側を等温と仮定) 
･床: 26.9[℃], 天井: 30.5[℃] (実測値の平均値) 
発熱量 
着座人体モデル (高さ 1,300[mm], 表面積 1.6[m2/人]) 
男性: 45.0[W/人], 女性: 38.3[W/人](男性の 85%)
男性モデル: n=71, 女性モデル: n=40 
蛍光灯 48 灯: 25[W/灯], 投影機 3 台: 200[W/台] 


































(1)非常に寒い (2)寒い (3)涼しい (4)やや涼しい (5)丁度良い 





(1)疲労を感じない (2)あまり疲労を感じない (3)少し疲労を 






体調 (1)大変悪い (2)悪い (3)良い (4)大変良い 
やる気





























前後は 1 人の範囲である半径 1,200mm を採用した。調査
対象教室の 5 人掛け（左右 600mm、前後 750mm 間隔）の
































































H: Hot spot 
C: Cold spot 
(p<0.01, p<0.05)
各 n=777 
･学生数 111 名 
･講義中 7 時点
(Ｃ)集中力(Ａ)温冷感 Ｂ)疲労感
































































































































∗ = ∑ 𝑤𝑤𝑖𝑖,𝑗𝑗𝑥𝑥𝑗𝑗−𝑋𝑋�𝑛𝑛𝑗𝑗=1 ∑ 𝑤𝑤𝑖𝑖,𝑗𝑗𝑛𝑛𝑗𝑗=1
𝑆𝑆














義中の心理状態について、11:10 では 30%を、11:55 では
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** ** * * **
**
(R2=0.30) (R2=0.21) (R2=0.26)
**
* **
**:p<0.01, *:p<0.05
図７ 時刻別の多母集団同時分析に使用した要因構造モデル 
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